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【参考1】 港湾乗降人員数・県観光統計における人流の推移①

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

■仙台塩釜港の船舶乗降客数の推移

・仙台塩釜港の船舶乗降客数は、震災後の平成24年以降は80万人程度の水準で横ばいに推移していたが、令和2年に新型コロナウイ
ルスの感染拡大により、30万人程度まで大幅に減少した。

・港区別に見ると、松島港区の船舶乗降客数が約6割程度を占めている。
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（単位：人）

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 割合

仙台港区 227,013 190,792 183,702 187,097 244,513 230,490 226,918 238,604 217,035 209,373 209,676 230,828 103,709 109,138 158,491 15%

塩釜港区 478,511 479,988 488,146 174,494 436,800 385,546 371,574 391,445 334,216 326,424 311,855 297,947 160,523 180,546 178,814 16%

松島港区 1,152,090 1,288,798 1,262,973 496,188 974,070 1,013,133 974,787 1,013,510 959,181 960,157 1,000,879 1,011,218 454,046 354,068 681,043 63%

石巻港区 45,364 50,165 76,234 27,392 33,752 46,694 51,678 66,612 67,526 62,683 66,289 71,598 40,262 38,416 66,560 6%

仙台塩釜港全体 1,902,978 2,009,743 2,011,055 885,171 1,689,135 1,675,863 1,624,957 1,710,171 1,577,958 1,558,637 1,588,699 1,611,591 758,540 682,168 1,084,908 100%

資料：宮城県の港湾統計より作成（令和４年は速報値）
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【参考1】 港湾乗降人員数・県観光統計における人流の推移②

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

■宮城県及び仙台塩釜港背後市町の観光入込客数の推移

・宮城県の観光入れ込み客数は、震災後の平成24年から増加傾向に推移し、令和元年には約6,800万人を記録したが、新型コロナウイ
ルスの感染拡大により令和２年には約3,900万人まで減少した。

・市町別では、石巻市、塩竈市、松島町が上位となっており、新型コロナウイルスの感染拡大前の平成30年と令和元年は石巻市が１位を
記録している。
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市 町 村 名 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

県 合計 56,788,646 61,203,173 61,285,934 43,157,768 52,082,052 55,690,689 57,424,462 60,655,584 60,837,636 62,296,363 64,224,486 67,960,518 39,448,031 44,945,742

仙 台 市 15,731,418 19,372,182 19,789,520 16,207,800 18,554,458 18,671,429 19,746,251 22,293,853 22,146,806 22,418,714 21,817,554 21,810,557 8,382,086 13,162,162

塩 竈 市 2,036,130 2,189,544 2,323,216 1,330,631 1,939,585 2,236,207 2,269,133 2,207,048 2,173,142 2,190,011 2,307,499 2,369,405 1,546,952 1,380,991

多 賀 城 市 661,410 705,713 682,999 236,062 466,989 773,833 790,779 612,049 629,588 683,622 773,288 651,089 291,130 453,613

松 島 町 3,473,000 3,735,000 3,568,621 2,237,798 2,650,784 2,981,193 2,931,249 2,809,753 2,768,840 2,746,785 3,054,759 2,981,516 1,607,172 1,239,155

七 ヶ 浜 町 385,966 347,890 347,799 139,275 277,510 311,059 282,227 280,131 548,523 470,877 565,361 623,994 255,341 356,753

石 巻 市 2,596,014 2,540,927 2,612,359 1,677,210 1,900,853 2,245,620 2,171,400 2,380,009 2,409,379 2,481,019 3,335,969 4,047,035 2,586,309 2,773,778

東 松 島 市 1,043,991 1,060,501 1,123,233 198,658 365,103 258,567 365,540 415,534 527,870 687,147 833,893 1,023,650 563,453 720,874

そ の 他 地 域 30,860,717 31,251,416 30,838,187 21,130,334 25,926,770 28,212,781 28,867,883 29,657,207 29,633,488 30,618,188 31,536,163 34,453,272 24,215,588 24,858,416

（単位：人）

資料：宮城県経済商工観光部観光政策課「観光統計概要」より作成
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【参考1】 港湾乗降人員数・県観光統計における人流の推移③

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

■宮城県及び仙台塩釜港背後市町の観光入込客数の将来目標

・宮城県の観光入込客数の目標値は令和６年に7,000万人であり、新型コロナウイルスの感染拡大前の令和元年水準以上を目指すも
のである。

・市町別の観光入込客数の目標では、新型コロナウイルスの感染拡大前の令和元年時点において、石巻市は達成、松島町・塩竈市でも
ほぼ達成という状況であった。 ※仙台市及び七ヶ浜町は目標未設定

3

資料：宮城県経済商工観光部観光政策課「観光統計概要」、
「新・宮城の将来ビジョン実施計画（前期：令和3年度～令和6年度）」より作成
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資料：宮城県経済商工観光部観光政策課「観光統計概要」、「第6次塩竈市長期総合計画」、
「第二次多賀城市まち・ひと・しごと創生総合戦略」、「松島町長期総合計画後期基本計画2021-2025」、
「第2次石巻市総合計画実施計画（令和4年度～令和6年度）」、
「東松島市第2次総合計画後期基本計画（令和3年度～令和7年度）」より作成

目標
未設定



【参考1】 港湾乗降人員数・県観光統計における人流の推移④

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

■松島遊覧船及び浦戸諸島定期航路の乗降人員の推移 ※塩竈市統計データ

・松島遊覧船の乗降人員は、平成25年から減少傾向に推移していたが、平成29年から増加傾向に転じ、31.2万まで回復した。その後、
新型コロナウイルスの感染拡大により令和2年に7.7万人まで減少している。

・浦戸諸島の定期航路は、平成27年以降に減少傾向に推移し、新型コロナウイルスの感染拡大もあり令和2年には8.1万人まで減少した
が、令和3年に8.3万人まで回復している。離島航路は生活航路として活用されていることから、新型コロナウイルスの感染拡大は観光遊覧
船よりは顕著ではなかった。
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※塩竈、松島間及び嵯峨渓、大高森コースの数値
資料：塩竈市統計書より作成

（単位：人）

区分 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

計 327,964 345,513 302,549 276,039 262,667 249,281 276,203 311,750 90,922 77,374

塩竈→松島 100,561 97,144 76,955 67,429 56,329 52,496 55,959 52,285 17,115 12,863

松島→塩竈 106,744 102,593 91,773 78,165 70,406 65,454 62,418 48,508 17,342 10,869

区分 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

塩竈⇔浦戸諸島 117,864 110,566 116,848 132,845 118,457 110,719 104,065 101,538 80,554 82,893

（単位：人）

資料：塩竈市統計書より作成



【参考1】 港湾乗降人員数・県観光統計における人流の推移⑤

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

■浦戸諸島内の海水浴場・民宿利用者数の推移 ※塩竈市統計データ

・浦戸諸島内において海水浴場が開設されているのは桂島海水浴場のみである。現在、寒風沢及び野々島の海水浴場は閉鎖されている。
・桂島海水浴場の利用者数は、平成27年に約9千人のピークを迎えたが、減少・増加を繰り返して令和元年は約3千人であった。
・浦戸諸島の民宿の利用者数は、平成27年から増加傾向に推移していたが、平成29年から減少傾向に転じ、令和3年には新型コロナウ
イルスの感染拡大の影響もあり約7百人まで減少している。
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※平成24・25年・令和2年・3年は海水浴場未開設のため、数値はなし
資料：塩竈市統計書より作成

区分 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

合計 2,551 1,931 1,593 1,197 1,463 2,147 1,627 1,403 783 663

（単位：人）

※日帰り利用客も含む
資料：塩竈市統計書より作成

閉鎖
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【参考1】 港湾乗降人員数・県観光統計における人流の推移⑥

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

■鹽竈神社・マリンゲート塩釜の利用者数の推移 ※塩竈市統計データ

・鹽竈神社の参拝客数は、震災後の平成24年から緩やかに増加しており、令和元年には114万人まで増加したが、新型コロナウイルスの
感染拡大により令和３年には72万人まで減少した。

・マリンゲート塩釜の入場者数は、平成26年の115万人をピークに減少傾向でとなり、令和元年には84万人まで減少した。その後、新型コ
ロナウイルスの感染拡大により、令和３年には61万人まで減少している。
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区分 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

合計 959,000 1,005,300 1,019,200 1,041,000 1,046,000 1,062,400 1,109,700 1,140,200 872,300 718,900

（単位：人）

※平成24年からは市の推計値
資料：塩竈市統計書より作成

区分 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

入場者数 871,800 1,116,200 1,148,600 1,039,300 906,800 869,300 859,500 844,400 604,866 607,300

（単位：人）

資料：塩竈市統計書より作成



【参考２】 港湾振興における広域連携の取組事例

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

7
※令和3年度地域再生計画の評価等に関する調査事例集（都道府県境を超えた広域連携による地域再生計画の取組事例）より抜粋



【参考３】 仙台塩釜港周辺の交通ネットワーク

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

8
※「Ports of MIYAGI 宮城の港湾」R5.3 より抜粋



【参考４】 国内における交流人口増加に向けた新たな取組事例

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

9
※あなたの静岡新聞（2023.4.17）より

■外航クルーズ船 「スターブリーズ（全長159.4m）」 ～アメリカの自転車メーカーによるチャーター船～

・アメリカの自転車メーカーがクルーズ船をチャーターし、自転車愛好家の乗客が自転車を持参するなどし、富士市内のサイクリングを楽しんだ。

※国土交通省清水港湾事務所広報誌 みなとしみず（第153号2023.7.14）より



【参考５】 仙台塩釜港にかかる沿岸市町の観光・人流活性化に関連する施策

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

10

塩竈市(塩釜港区)

■塩竈市観光振興ビジョン

策定時期 2018.3

対象期間 2018～2025



【参考５】 仙台塩釜港にかかる沿岸市町の観光・人流活性化に関連する施策

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

11

七ヶ浜町(塩釜港区)

■七ヶ浜町長期総合計画

［2022-2031］

策定時期 2022.3

対象期間 2022～2031



【参考５】 仙台塩釜港にかかる沿岸市町の観光・人流活性化に関連する施策

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

12

松島町(松島港区)

■松島町観光振興計画

策定時期 2013.3

対象期間 2013～2022



【参考５】 仙台塩釜港にかかる沿岸市町の観光・人流活性化に関連する施策

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

13

石巻市(石巻港区)

■石巻市産業振興計画

策定時期 2021.11

対象期間 2021～2030

ブランドイメージ

多彩な人材が活躍し誇りと活気にあふれるまち

目標指標

目標指標 単位
現状値

令和元年度

目標値

令和7年度

目標値

令和12年度

　観光客入込数 人 4,047,035 3,600,000 4,596,000

目標指標 単位
現状値

令和元年度

目標値

令和7年度

目標値

令和12年度

　宿泊観光客数 人 246,599 247,800 275,760

　石ノ森漫画館入館者数 人 229,633 223,733 247,814

　サン・ファンパーク入場者数 人 84,976 88,900 91,800

　道の駅「上品の郷」入込客数 人 953,627 1,050,000 1,050,000

　道の駅「硯上の里おがつ」入込客数 人 46,754 50,000 50,000

　北上観光物産交流センター入場者数 人 18,118 18,200 18,200

　「ホエールタウンおしか」入場者数 人 13,330 89,000 89,000

　フェイスブックフォロワー数 人 3,232 3,500 4,000

　インスタグラムフォロワー数 人 675 1,200 1,500

（1）地域資源を活用し

　　た観光誘客を推進

　　する

（2）観光振興体制を構

　　  築する

【ＫＧＩ】

　施策４

【ＫＰＩ】

（１）地域資源を活用した観光誘客を推進する

①豊かな自然や多彩な食材、文化、イベント、伝統産業など地域の

多様な資源を活かして、観光の魅力づくりを推進し、交流人口の拡

大を図ります。

・海水浴場やキャンプ施設の利用促進を図り、自然を活かした観光

推進に取り組みます。

②石巻港に寄港する大型客船や仙台空港からのインバウンドの誘客

を推進します。

・港湾利用者や船会社等に対する積極的なポートセールス活動を

実施します。

・大型客船寄港時に臨時観光案内所の設置やキャッシュレス化の推

進など、街なかインバウンド推進ネットワークと連携し観光客の周遊

促進、満足度の向上さらにキャッシュレス決済の導入促進に努め、

利便性の向上を図ります。

MSCベリッシマ（総トン数171,598t 長さ315m）

令和５年８月３日寄港 （仙台塩釜港石巻港区 雲雀野中央埠頭）



【参考５】 仙台塩釜港にかかる沿岸市町の観光・人流活性化に関連する施策

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

14

東松島市(石巻港区)

■東松島市観光ビジョン
策定時期 2015.3

対象期間 2015～2024



【参考５】 仙台塩釜港にかかる沿岸市町の観光・人流活性化に関連する施策

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み

仙台市(仙台港区)

■仙台市交流人口ビジネス

活性化戦略2024

策定時期 2022.3

対象期間 2022～2024 施策１ 地域の特徴を活かしたブランディング

仙台の地域ごとの特徴や多種多様な魅力を最大限活用するため、エリア
ごとの特徴や魅力を深堀し、コンセプトづくりを進め、地域ブランディングを
行うことにより、誘客促進、滞在期間の延長、再訪率の向上を図る。

ねらい

 エリアの特徴をわかりやすく発信することによる誘客促進

 未訪問エリアへの訪問意欲創出

 ブランディングに合わせたコンテンツの創出と利用促進による滞在時間
や日数の延長・再訪率の向上

15

目指す姿
交流人口で「潤う」都市

 旅行消費の拡大による地域経済の活性化

 交流人口ビジネスの発展と経済循環・雇用創出



【参考５】 仙台塩釜港にかかる沿岸市町の観光・人流活性化に関連する施策

■臨港地区での人流増加に向けた取り組み
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多賀城市(仙台港区・
塩釜港区)

■第二次多賀城市まち・

ひと・しごと創成総合戦略

策定時期 2021.2

対象期間 2021～2025

※多賀城市観光協会HPより

貞山運河

ウォーターフロント

憩い・集いの水辺空間
～滞留時間の増加に向けて～

港区間の連携

陸路ネットワーク



【参考６】 訪日外国人旅行者数の将来見通し

①国内外クルーズ船の動向

※出典：現行基本計画と観光ビジョンの目標と関連施策（平成28年10月27日）観光庁

17

(人) 仙台空港 国際線 乗降客数

資料：「空港管理状況調書」国交省

※出典：「新たな観光立国推進基本計画に向けて」（2023年1月16日）観光庁

12%

・観光庁は、平成28年３月に「明日の日本を支える観光ビジョンー世界が訪れたくなる日本へー」において、2030年に訪日外国人旅行者
数6,000万人の目標を掲げている。2019年には過去最高の3,188.2万人を記録。

・その後、2023年１月「新たな観光立国推進基本計画に向けて」より、訪日外国人旅行者数は新型コロナウイルスの感染拡大により2021
年は2019年比の約1％にまで激減したが、2023年2月現在では水際対策も緩和され、2022年には2019年比の約12％まで回復した。

・アフターコロナのインバウンドの回復については、2025年にピーク時の2019年の水準まで回復することを目標としている。



【参考７】 国内外におけるクルーズ船の市場動向①

①国内外クルーズ船の動向

■世界のクルーズ船の市場動向
・世界のクルーズ人口は年々増加傾向に推移しており、新型コロナウイルスが拡大する前の2019年には2970万人まで増加した。

CLIA(クルーズライン国際協会)によると、2027年には2019年の約1.3倍の3950万人まで増加する見通しである。
・地域別に見ると、北欧が最も多く全体の約52％を占める。次いで、欧州、アジア、オセアニアが多い状況となっている。
・クルーズの目的地別の傾向で見ると、アジアの平均クルーズ日数は4日未満であり、比較的短期のクルーズが主流である。

世界のクルーズ人口の推移

（百万人）

コロナ前は順調な
増加傾向

北欧, 

1541, 52%

欧州, 771, 

26%

アジア, 

374, 13%

オセアニア, 

135, 4%

中南米, 

98, 3%

その他, 

48, 2%

世界のクルーズ人口

2019年

合計2,967百万人

（単位：百万人）
資料：「STATE OF CRUISE INDUSTRY」CLIA

（百万人） コロナ後に増加傾向
が顕著化

世界のクルーズ人口の将来見通し

地域別のクルーズ人口（2019） 目的地別・クルーズの日数と平均年齢

アジアは短期クルーズが主流
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【参考７】 国内外におけるクルーズ船の市場動向②

①国内外クルーズ船の動向

■外航クルーズ・内航クルーズの乗客数の傾向
・クルーズ船を利用する日本人乗客数は、2003年から増加傾向に推移しており、特に外国船社の運航クルーズ船の伸びが大きい。
・外航クルーズは宿泊日数では5～13泊の比較的長期の乗客数が多い一方で、国内クルーズは1泊～4泊までの比較的短期の乗
客数が多い傾向にある。

外航・内航クルーズを利用する日本人乗客数の推移

外航クルーズを利用する日本人乗客数の泊数別乗客数の推移 国内クルーズの泊数別乗客数の推移

資料：「 2019 年の我が国のクルーズ等の動向（調査結果）」国交省
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【参考７】 国内外におけるクルーズ船の市場動向③
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1-3月期 4-6月期 7-9月期 10-12月期 1-3月期 4-6月期 7-9月期 10-12月期 1-3月期

2018年（H30） 2019年（R1） 2020年

(円/人)
クルーズ客１人当たり旅行中支出額

台湾 中国 その他 全国籍・地域

①国内外クルーズ船の動向

20

■クルーズ客１人当たり旅行中支出額の推移
・観光庁が実施する「訪日外国人消費動向調査」報告書によると、クルーズ船の国内寄港が活況を呈していた2018年からコロナ前

の2020年1～3月期までの四半期毎に集計したクルーズ客１人あたり旅行中支出額は以下のとおりである。
・時期や旅行客の国籍により変動が見られるが、平均的にみると30,000～60,000円/人の間で推移している。

■クルーズ客１人当たり旅行中支出額（国籍･地域別）
(単位：円/人)

2020年

1-3月期 4-6月期 7-9月期 10-12月期 1-3月期 4-6月期 7-9月期 10-12月期 1-3月期 

全国籍・地域 50,662 40,501 35,788 56,951 48,631 37,244 38,473 37,352 31,019

台湾 37,081 28,004 39,327 40,671 20,317 20,017 26,221 27,823 23,062

中国 51,698 44,099 35,693 61,183 53,170 43,227 40,710 38,435 33,102

その他 54,344 35,638 28,490 18,674 31,297 37,210 33,929 36,758 25,642
注1）クルーズ客：船舶観光上陸許可を受けて日本に特例上陸した外国人の人数（法務省「出入国管理統計」） 

注2）その他：国籍・地域毎で標本サイズが不十分な場合は「その他」国籍に統合している。

資料：「訪日外国人消費動向調査 報告書」(観光庁)より作成

2018年（H30） 2019年（R1）



【参考８】 我が国におけるクルーズ船の寄港特性①

■国際旅客船拠点形成港湾（官民連携による国際クルーズ拠点）について

・現在、国土交通省は、クルーズ船の受入環境の整備の取組の一環として、クルーズ船社による旅客施設等に対する投資と国や港湾管理者によ
る受入環境の整備を組み合わせ、短期間で効果的な国際クルーズ拠点の形成を図るため、旅客ターミナルビル等に投資を行うクルーズ船社に
岸壁の優先的な使用を認める制度により、これまでに横浜港、清水港、佐世保港、八代港、本部港、平良港、鹿児島港、下関港、那覇港の
計９港を「国際旅客船拠点形成港湾」に指定している。

①国内外クルーズ船の動向

（出典）「新たに下関港と那覇港を国際旅客船拠点形成港湾に指定(H31.4.19)」国土交通省港湾局資料より抜粋

「国際旅客船拠点形成港湾」として指定する港湾
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港湾法の一部を改正する法律（平成29年７月８日施行）の概要



ふ頭内に設置された
物産販売コーナー

大漁旗でお出迎え

▽ ２０２３年のクルーズ船寄港予定：延べ１２隻（仙台延べ７隻・石巻延べ５隻）

港区 係留 船名（寄港数） 入港 出港

仙台
(7隻)

高松２号
又は
中野１号

飛鳥Ⅱ（1隻） 10/11(水) 8:00 10/11(水) 16:00

シーニック・エクリプス(1隻) 7/11(火) 12:00 7/11(火) 19:00

レガッタ(１隻) 10/27(金)8：00 10/27(金)17：00

高松２号

にっぽん丸(1隻)
7/8(土)9：00 7/8(土)17：00

7/13(木)14:30 7/13(木)17：00

セブンシーズ・エクスプローラー(2隻)
5/7(日)7：00 5/7(日)16：00

10/7(土)9：00 10/7(土)17：00

ノルウェージャン・ジュエル(1隻) 10/18(水)7：00 10/18(水)14：00

石巻
（5隻)

大手１・２号 にっぽん丸(2隻)
9/20(火)9：00 9/20(火)17：00

10/31(火)8：00 10/31(火)13：00

雲雀野中央１・２号

パシフィック・ワールド(1隻) 7/30(日)10：00 7/30(日)21：00

MSCベリッシマ(2隻)
8/3(木)12：00 8/3(木)20：00

11/22(水)7：00 11/22(水)16：00

※赤字が外国クルーズ船 ※２ 灰色セルは寄港済のクルーズ

R4.11.3 ぱしふぃっくびいなす（石巻港区） R5.5.7 セブンシーズエクスプローラー（仙台港区）

①国内外クルーズ船の動向

【参考８】 我が国におけるクルーズ船の寄港特性②

■仙台塩釜港のクルーズ船寄港予定（2023年）

・クルーズ船の寄港が再開し、令和４年11月の石巻港区への「ぱしふぃっくびいなす」、令和５年５月の仙台港区への「セブンシーズエクスプロー
ラー」、直近では令和5年8月3日の石巻港区への「MSCベリッシマ」が寄港し、今年は延べ12隻の寄港が予定されている。
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R5.8.3 MSCベリッシマ（石巻港区）



【参考８】 我が国におけるクルーズ船の寄港特性③

■世界に就航するクルーズ船（国内船社・海外船社）
・「クルーズ客船データブック」に掲載された主要なクルーズ船は約56社であり、そのうち国内船社は4社である。
・ロイヤル・カリビアン・インターナショナル、カーニバル・クルーズ・ライン、MSCクルーズの３社は20隻を超えるクルーズ船を保有している。

①国内外クルーズ船の動向

23
資料：「クルーズ客船データブック2022・2023」海事プレス社

国内外クルーズ船社別の保有船舶隻数

※仙台塩釜港に寄港した或いは寄港予定のクルーズ船以外は、各船社が保有する最大総トン数の船舶を代表船舶として記載した。

船名 総ﾄﾝ数 船名 総ﾄﾝ数

商船三井クルーズ 1 にっぽん丸 22,472 ○ フェニックス・ライゼン 4 ア－ビア 184,000

日本クルーズ客船 1 ぱしふぃっくびいなす 26,594 ○ ヴァージン・ボヤージ 3 ヴァリアント・レディ 108,192

郵船クルーズ 1 飛鳥Ⅱ 50,444 ○ シークラウド･クルーズ 3 シークラウド・スピリット 5,431

せとうちクルーズ 1 ガンツウ 3,013 スター・クリッパーズ 3 ロイヤル・クリッパー 4,425

ロイヤル・カリビアン・インターナショナル 27 ワンダー・オブ・ザ・シーズ 236,857 CSSCカーニバルクルーズシッピング 2 コスタ アトランチカ 85,861

カーニバル・クルーズ・ライン 24 カーニバル・セレブレーション 181,800 エメラルド・ヨットクルーズ 2 エメラルド・サカーラ 5,175

MSC クルーズ 22 MSCベリッシマ 171,598 ○ クリスタル・クルーズ 2 クリスタル・セレニティ 68,870

ノルウェージャン・クルーズライン 19 ノルウェージャン・ジュエル 93,502 ○ サガクルーズ 2 スピリット・オブ・ディスカバリー 58,119

セレブリティクルーズ 15 セレブリティ・ミレニアム 91,011 ○ シードリーム・ヨットクラブ 2 シードリームⅡ 4,333

プリンセス・クルーズ 15 ダイヤモンド・プリンセス 115,906 ○ シーニック・クルーズ 2 シーニック・エクリプス 17,545 ○

コスタクルーズ 13 コスタ トスカーナ 186,364 セレスティアル・クルーズ 2 セレスティアル・オリンピア 37,773

ポナン 12 ル・コマンダン・シャルコー 31,283 バイキング・エクスペディション・クルーズ 2 バイキング・ポラリス 30,500

シルバーシー・クルーズ 11 シルバー・ノバ 54,700 ピースボートクルーズ 2 パシフィック・ワールド 77,441 ○

ホーランド・アメリカ・ライン 11 ロッテルダム 99,935 TUIクルーズ 1 マイン・シフ5 98,785

バイキング・オーシャン・クルーズ 9 バイキング・オリオン 47,861 アイーダ・クルーズ 1 アイーダ・ベラ 69,203

オーシャニアクルーズ 7 レガッタ 30,277 ○ アストロ・オーシャン・クルーズ 1 ピアノ・ランド 69,840

シーボーン・クルーズ 7 シーボーン・アンコール 41,865 アトラスオーシャン・ボヤージ 1 ワールド・ナビゲーター 9,923

フッティルーテン 7 フリチョフ・ナンセン 21,765 エクスプローラ・ジャーニーズ 1 エクスプローラーⅠ 63,900

P&O クルーズ 6 アイオナ 184,089 クリスタル・エクスペディション・クルーズ 1 クリスタル・エンデバー 20,449

ウインドスター・クルーズ 6 ウインド・サーフ 14,745 ザ・リッツカールトン ヨットコレクション 1 エブリマ 25,401

リージェント セブンシーズクルーズ 6 セブンシーズ エクスプローラー 55,254 ○ ザ・ワールド 1 ザ・ワールド 43,188

ディズニー・クルーズライン 5 ディズニー･ウィッシュ 144,000 スワンヘレニック・クルーズ 1 SH ミネルバ 10,617

ハパグロイド・クルーズ 5 オイローパ2 42,830 フォアシー・クルーズ 1 チャーミング 77,499

アザマラ 4 アザマラ・オンワード 30,312 フレッド・オルセン・クルーズ・ライン 1 ボレアリス 61,849

キュナード・ライン 4 クイーン・メリー2 149,215 ヘリテージ・エクスペディション 1 ヘリテージ・アドベンチャラー 8,445

クォーク・エクスペディションズ 4 ウルトラマリン 13,827 ポール・ゴーギャン・クルーズ 1 ポール・ゴーギャン 19,170

スタークルーズ 4 スーパースター・アクエリアス 51,309 チャイナ・マーチャンツ・バイキング・クルーズ 1 チャイナ・マーチャンツ・アデン 47,842

ドリームクルーズ 4 グローバル ドリーム 201,000 渤海クルーズ 1 チャイニーズ・タイシャン 24,427

合計：56社（国内4社、海外52社）、297隻（国内4隻、海外293隻）

代表船舶 仙台塩釜港
寄港有無
(2023年

寄港
予定含)

内外 船社名
保有
隻数

国内
船社

海外
船社

海外
船社

内外 船社名
保有
隻数

仙台塩釜港
寄港有無
(2023年

寄港
予定含)

代表船舶



【参考８】 我が国におけるクルーズ船の寄港特性④

①国内外クルーズ船の動向
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船名 船種 GT
全長
(m）

喫水
(m）

MSC ベリッシマ クルーズ船 171,598 315.8 8.8
PAGNA PCC船 47,057 182.9 8.8
FAIRY ISLAND バルク船 12,327 140.0 8.8

クルーズ船は、同程度の喫水の貨物船に比べて船体
が大きく、船長は2倍以上の長さを有する。

資料：「国土交通省におけるクルーズ振興の取組について（国土交通省港湾局産業港湾課）平成29年6月9日」 １．「お断りゼロ」の実現～既存岸壁の活用～ より抜粋
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・クルーズは、価格やサービスによって「ラグジュアリー」、「プレミアム」、
「カジュアル」などのタイプに分類されており、カジュアルクラスがマーケッ
ト全体の約８割を占めている。

・日本への寄港回数に関するマーケット別の割合は、ラグジュアリーが
約11％、プレミアムが約44％、カジュアルが約45％となっている。

世界のクルーズマーケットの構造とカテゴリー別寄港割合

※「国土交通省におけるクルーズ振興の取組について(平成29年6月9日)国土交通省港湾局」より抜粋

【クルーズの定義】

①船に乗ることそのものが旅行の主目的及び目的地の一つであること
②航空機・鉄道などの代替・振替の輸送機関としての船旅ではないこと
③船内でのレジャーや滞在、洋上ライフを楽しむことが乗船の主目的であること
④原則として船内での宿泊が伴うこと

※クルーズアドバイザー認定委員会「クルーズ教本(H26年版)」より作成

【参考９】クルーズの定義・カテゴリー構造

①国内外クルーズ船の動向



【参考1０】 クルーズ船から小型船舶乗り換えによる国内の寄港実績①

①国内外クルーズ船の動向
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■佐渡島内（両津港・小木港）クルーズ船沖泊実績
・佐渡島内へのクルーズ船寄港数は増加しているが、既存岸壁の岸壁延長等の制約から、沖合に停泊し小型船に乗り換えて上陸している。
・H26.5 に小木港に寄港した「ぱしふぃっく・びいなす」は、沖合約1km付近に停泊。乗客は作業台船を介して通船を利用。

※第48回 新潟県地方港湾審議会（両津港・小木港）資料より抜粋

※写真は中部地方整備局資料（H28.4.8）「下田港史上初！クルーズ客船入港」より抜粋

「ル・ソレアル」
沖合停泊地

沖合約1.5km
(テンダー輸送：片道約10分)

下田港

■下田港クルーズ船沖泊実績（「ル・ソレアル」ポナン社）
・H26.5 に下田港に寄港した「ル・ソレアル」は、沖合約1.5km付近に停泊。
・乗客は本船後部の乗降口よりテンダーボートに乗り換え上陸。



【参考１１】 スーパーヨット・メガヨットの国内外の動向

①国内外クルーズ船の動向

■スーパーヨットの定義・船型動向
・一般的に外国人富裕層などが個人で所有する全長８０フィート以上（24ｍ以上）の大型クルーザーが「スーパーヨット」あるい

は「メガヨット」と呼ばれている。（国土交通省「スーパーヨットの概要」より）
・世界に就航する全長30m以上のスーパーヨットのうち30m～50mの船舶の占める割合が高く、2021年時点で全体の84％を

占める。近年建造されているスーパーヨットでは、50mを超える大型のスーパーヨットが占める割合が伸びている。

資料：スーパーヨットの概要（国土交通省）

30m～40m, 3,700, 62%

40m～50m, 1,302, 22%

50m～60m, 438, 7%

60m～80m, 359, 6%

80m～, 201, 3%

全長階級別スーパーヨット隻数構成比

（2021年現在、建設中含む）

スーパー

ヨットの

総隻数

6,000隻

資料：The State of Yachting(2022)（SUPERYACHT TIMES）
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27

※ICOMIA（国際舟艇工業会）によると、全長24m～50mの規模の大型クルーザーを
「スーパーヨット」、全長50m以上の大型クルーザーを「メガヨット」と呼んでいる。

※「スーパーヨットの概要」国土交通省資料より抜粋



【参考１１】 スーパーヨット・メガヨットの国内外の動向

①国内外クルーズ船の動向

資料：琉球新聞（2022年8月2日）資料：「DESIGN AND OPERATIONAL GUIDELINES FOR SUPERYACHT FACILITIES(2013)」PIANC

世界のスーパーヨット受入施設の分布状況

資料：清水港長期構想検討委員会第１回委員会説明資料 （平成30年11月）

スーパーヨット受入拠点レイアウトのイメージ
(Valencia Yacht Base)

■スーパーヨットの受入施設の動向
・スーパーヨットが寄港可能なマリーナ等の受入施設は、世界に約530箇所存在することが示されている。
・カリブ海・フロリダ・中南米と北ヨーロッパ、地中海の上位３地域で全体の約7割を占める状況となっている。日本の位置する環

太平洋は約5%の比率と低い水準を示している。

沖縄県与那原マリーナにおける受入拠点整備

順位 地域
スーパーヨットの

受入施設数
比率

1 地中海 158 30%

2 フロリダ・カリブ海・中南米 124 23%

3 北ヨーロッパ 79 15%

4 アメリカ東海岸 51 10%

5 オセアニア 43 8%

6 アメリカ西海岸 33 6%

7 環太平洋(東アジア) 26 5%

8 中東・アジア 18 3%

合計 532 100%

※図中の施設数と比率の関係性の整合が取れていないため、施設数を正として表を整理
28



①国内外クルーズ船の動向

【参考１２】 仙台塩釜港における回頭水域・航路幅

・回頭水域として対象船舶の全長Lの2Lを直径とする円の大きさが必要

・航路幅員Wとして対象船舶の全長0.5L以上の幅が必要

港区 回頭水域
（2L確保）

航路幅
（0.5L確保）

寄港可能な
船舶全長L

仙台港区 700ｍ 414ｍ 350ｍ

石巻港区 700ｍ 336ｍ 350ｍ

仙台港区

H29大型旅客船航行安全検討資料より

石巻港区

H29大型旅客船航行安全検討資料より



【参考１３】 全国と宮城県のプレジャーボート保有率の推移

・全国的には人口がほぼ横ばいに推移している状況のなか、プレジャーボートの保有率は全国的に右肩下がりで減少傾向と
なっており、令和４年時点では0.12％まで減少した。

・宮城県のプレジャーボート保有率も同様に減少傾向となっており、令和４年時点では0.09％まで減少した。ただし、宮城
県においては、東日本大震災の復興が進む平成20年代後半からは横ばいに推移している。

・ 全国・宮城県のプレジャーボート保有率の推移

資料：人口 ⇒「人口推計 各年10月1日現在人口」総務省統計局

資料：PB隻数⇒「小型船舶統計 年度末における在籍船隻数（都道府県別・用途別）」日本小型船舶検査機構
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②マリンレジャーの動向
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【参考１４】 全国PB実態調査から見る仙台塩釜港のPB隻数・収容能力の推移①

・仙台塩釜港の確認艇隻数は全港区で減少傾向となり、令和4年では690隻（対H22比で49％）まで減少した。
・仙台塩釜港におけるPBの放置艇率は、東日本大震災の発生後の平成26年調査時点に増加したが、平成26年以降の
調査では放置艇対策が進んだことで全港区で減少傾向となっている。令和4年時点では石巻港区が最も放置艇率が高く、
約3割(8隻)が放置艇となっている。

・ 仙台塩釜港のプレジャーボート確認艇隻数・放置艇率の推移

資料：「係留・保管施設調査票/放置艇調査票」宮城県

②マリンレジャーの動向
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・仙台塩釜港の確認艇隻数を船種別に見ると、小型・大型モーターボートの占める割合が高く、ディンギーヨットの占める割合
が低い傾向にある。（ディンギーヨットは大半が松島港区に存在する。）

・クルーザーヨットはPBの在籍隻数が最も多い塩釜港区に大半が収容されている。

・ 仙台塩釜港のプレジャーボート確認艇隻数の推移（船種別）
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資料：「係留・保管施設調査票/放置艇調査票」宮城県

【参考１４】 全国PB実態調査から見る仙台塩釜港のPB隻数・収容能力の推移②

②マリンレジャーの動向
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・東日本大震災の発生後の平成26年調査以降は仙台塩釜港の収容能力は増加傾向となり、令和4年には996隻まで増
加した。ただし、塩釜港区では民間マリーナの収容能力の変動により、令和４年には減少傾向に転じる結果であった。

・石巻港区では南浜マリーナの整備により、令和４年の収容能力は160隻まで大幅に増加した。

・ 仙台塩釜港のプレジャーボート収容能力の推移

資料：「係留・保管施設調査票/放置艇調査票」宮城県
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【参考１４】 全国PB実態調査から見る仙台塩釜港のPB隻数・収容能力の推移③

②マリンレジャーの動向
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港区 管理 施設名 水域 陸域 合計

中の島PBS 179 0 179

笠神PBS　※ 54 0 54

要害地区 暫定係留施設 33 0 33

追の浜地区 暫定係留施設 17 0 17

東宮浜地区 暫定係留施設 65 0 65

清水浜地区 暫定係留施設 93 0 93

谷地地区 暫定係留施設 17 0 17

マリンテック 12 25 37

パシフィックオーシャンマリーナ 76 0 76

くろしお北浜マリンベース 70 70 140

小浜ヨットハーバー 65 0 65

681 95 776

松島港区 県 松島ヨットハーバー 20 40 60

石巻港区 市 南浜マリーナ　※ 30 130 160

731 265 996

※河川重複区域

県

民間

合計

塩釜港区

塩釜港区　計

・ 既設プレジャーボート収容施設の収容能力（R４）

資料：「係留・保管施設調査票/放置艇調査票」宮城県

【参考１４】 全国PB実態調査から見る仙台塩釜港のPB隻数・収容能力の推移④

②マリンレジャーの動向
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石巻港区

南浜マリーナ
収容能力：160隻

松島港区

松島ヨットハーバー
収容能力：60隻

塩釜港区

くろしお北浜ﾏﾘﾝﾍﾞｰｽ･ﾏﾘﾝﾃｯｸ
収容能力：合計177隻

中の島PBS
収容能力：179隻

ﾊﾟｼﾌｨｯｸｵｰｼｬﾝﾏﾘｰﾅ
収容能力：76隻

笠神PBS
収容能力：54隻

要害地区暫定係留施設
収容能力：33隻

追の浜地区暫定係留施設
収容能力：17隻

東宮浜地区暫定係留施設
収容能力：65隻

清水浜地区暫定係留施設
収容能力：93隻

谷地地区暫定係留施設
収容能力：17隻

小浜ﾖｯﾄﾊｰﾊﾞｰ
収容能力：65隻

市

県

民間
民間

県

県

県

県

県

民間

県

県



【参考１５】 PFIによるマリーナの整備事例

②マリンレジャーの動向

・プレジャーボートの放置艇問題解消のため、貯木場と周辺の
物揚場、荷さばき地をマリーナへ整備した事例。平成15年
に開業。

・プレジャーボートの係留保管施設のPFI事業※としては全国
2例目。

・民間企業の経営手法や効率化の取り組みが導入されること
で、公共施設の運営コストの削減や、利用者にとって安くて
優れた品質の公共サービスの提供が期待される。また、民間
企業の参入や事業の活性化が促進され、雇用創出や地域
経済の活性化などの経済的な効果が生まれる場合もある。

※PFI（Private Finance Initiative)
公共施設等の設計、建設、維持管理及び運営に民間の資金とノウ
ハウを活用し、公共サービスの提供を民間主導で行う手法のこと。
国や地方自治体が実施する場合と比較し、民間主体の実施にメ
リットがある場合に導入される。

ボートパーク広島（広島港吉島地区）

水域面積 約83,600㎡

泊地水深 -2ｍ

陸域面積 約16,900㎡

駐車台数 約420台

収容隻数 516隻 管理棟 約1,500㎡

施設概要

※ボートパーク広島HP（http://www.boatpark-hiroshima.co.jp/）より作成
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【参考１６】 プレジャーボート係留料金事例（県内公共・民間施設、他県マリーナ）

②マリンレジャーの動向
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・仙台塩釜港内公共・民間施設の係船料金は、全長7～9ｍ程度のクラスで中の島PBS（公共）が年間約7万円であるのに対して、民間
施設の場合は年間30～40万円と約5倍の料金となっている。さらに、全長15ｍクラスでは年間80～90万円とサイズに比例した価格設定
となっている。

・PFI事業で整備された「ボートパーク広島」においては、全長7ｍクラスで約22万円/年、全長15ｍクラスで約80万円/年と、仙台塩釜港内
の民間施設と同水準である。なお、「横浜ベイサイドマリーナ」では全長15ｍクラスで約240万円/年となっている。

管理 施設名 係留可能艇サイズ
年間係船料金

（円/年）
備考

県 中の島PBS 30フィート（全長最大9.6ｍ）海上係留 69,720
宮城県HP

中の島PBS係留区画許可申請についてより

民間 マリンテック 20フィート（全長6ｍ）陸上保管 264,000

29フィート（全長9ｍ）海上係留 489,500

パシフィックオーシャンマリーナ 全長6.5mを超え7m以下 344,750

全長14.5mを超え15m以下 868,800

南浜マリーナ 22フィート（全長7ｍ） 363,000

49フィート（全長15ｍ） 808,500

ボートパーク広島 ～8ｍ（7ｍ桟橋利用） 224,400

13m～16ｍ（陸電14ｍ桟橋利用） 811,800

横浜ベイサイドマリーナ 7.0m未満(全長)×2.5m未満(全幅) 346,500

15.0ｍ未満(全長)×5.0ｍ未満(全幅) 2,425,500

（出典）各施設HP掲載の係留施設料金表等の情報をもとに、全長7ｍ及び15ｍクラスの艇サイズを対象に整理したもの。

港名

陸置施設使用料金表より

（プレジャーボート・ヨット）

水面係留区画利用料金表より

（R5.4～）

係留施設利用料表より

係留施設利用料表（横係留）より

㈱マリンテックWebサイト

料金、対応ボート情報より

広島港

横浜港

民間

民間

石巻港区

塩釜港区

市

仙台塩釜港

プレジャーボート係留料金事例（仙台塩釜港内公共・民間施設、他県マリーナ）



【参考１７】 県内観光遊覧船の動向

③港区間連携の可能性
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※「東北の船旅と遊覧船ガイド（東北旅客船協会）」Webサイトより抜粋

「令和５年度 名取市貞
山運河舟運事業につい
て(ゆりあげ周遊船)」より
抜粋

・宮城県内には塩釜－松島間や松島湾内、気仙沼湾を巡る観光遊覧船や離島航路のほか、河川や運河の周遊航路が就航している。

※(株)東松島観光物産公社Webサイトより抜粋

嵯峨渓遊覧



【参考１８】 学生ワークショップの結果

④滞留時間の増加に向けて
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